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イ
ン
ド
消
費
者
像
の
変
化
─
所
得
階
層
別
分
析
か
ら

中
村
ま
り

特 集特 集
●
は
じ
め
に

　

急
速
な
経
済
成
長
や
中
間
層
の
台
頭
で
注
目
さ

れ
る
イ
ン
ド
経
済
の
中
で
、
イ
ン
ド
の
消
費
者
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
の
よ

う
な
階
層
の
人
た
ち
で
あ
ろ
う
か
。
イ

ン
ド
中
央
統
計
局
が
行
っ
て
い
る
全
国

標
本
調
査
（National Sam
ple Sur-

vey

＝
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て

農
村
部
・
都
市
部
別
に
所
得
階
層
別
の

様
々
な
分
析
を
通
し
て
、
イ
ン
ド
消
費

者
像
の
変
化
を
追
う
。

●
所
得
水
準
の
変
化
と
格
差

　

最
近
の
イ
ン
ド
に
関
す
る
報
道
で
は
、

消
費
市
場
と
し
て
急
速
な
拡
大
を
続
け

る
現
状
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の

年
間
一
家
計
当
た
り
の
総
所
得
は
、
実

質
三
七・五
％
増
加
し
（
参
考
文
献
①
）、

一
人
当
た
り
所
得
は
四
六･

八
％
増
で

あ
っ
た
。

　

イ
ン
ド
政
府
は
、
消
費
支
出
調
査
と

消
費
者
物
価
指
数
を
用
い
て
、
基
準
と

な
る
一
日
一
人
当
た
り
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
を
満

た
す
食
料
と
非
食
料
を
基
準
の
消
費
バ
ス
ケ
ッ
ト

に
し
、
そ
れ
を
満
た
す
消
費
支
出
以
下
の
世
帯
を

貧
困
層
と
定
義
し
て
い
る
。
政
府
が
二
〇
〇
四
／

〇
五
年
度
の
貧
困
ラ
イ
ン
と
し
て
い
る
の
は
、
全

イ
ン
ド
農
村
で
一
人
当
た
り
月
間
支
出

三
五
六・三
ル
ピ
ー
、
都
市
で
五
三
八・六
ル
ピ
ー

で
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。
こ
れ
を
一
家
計
五・三

人
家
族
と
し
て
年
間
支
出
に
直
す
と
、
農
村

二
万
二
六
六
一
ル
ピ
ー
（
五
一
五
ド
ル
、
二
〇
〇
五

年
一
月
レ
ー
ト
）、
都
市
三
万
四
二
五
五
ル
ピ
ー

（
七
七
九
ド
ル
、
同
）
に
な
る
。
政
府
発
表
値
に

よ
れ
ば
、
一
九
九
三
／
九
四
年
度
の
貧
困
者
比
率

は
三
六
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
度

に
は
二
七・五
％
に
減
少
し
て
い
る 

。
農
村
貧
困

者
比
率
も
三
七・三
％
（
一
九
九
三
／
九
四
年
度
）

か
ら
二
八・
三
％
（
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
度
）
に

減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
都
市
部
の
貧
困
者
比

率
の
減
少
（
一
九
九
三
／
九
四
年
度
の
三
二・
四
％

が
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
度
に
は
二
五・
七
％
へ
）

よ
り
も
大
き
く
改
善
し
て
い
る
。

●
台
頭
す
る
中
間
層

　

購
買
力
を
期
待
さ
れ
る
市
場
と
し
て
報
道
な
ど

で
注
目
さ
れ
る
中
間
層
だ
が
、
公
的
な
定
義
は
な

い
。
国
立
応
用
経
済
研
究
所
（N

ational Coun-
cil of A

pplied Econom
ic Research

＝
Ｎ

Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｒ
）
の
定
義
に
よ
る
と
、
年
間
家
計
所
得

二
〇
万
～
一
〇
〇
万
ル
ピ
ー
（
約
四
五
〇
〇
ド
ル

～
二
万
三
〇
〇
〇
ド
ル
、
二
〇
〇
五
年
一
月
レ
ー

ト
）
の
家
計
を
指
し
、
二
〇
〇
五
年
時
点
で
、

一
七
〇
〇
万
世
帯
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
高
所
得
な
層
一
七
〇
万
世
帯
と
合
わ
せ
る
と
計

一
八
七
〇
万
世
帯
と
な
り
、一
世
帯
当
た
り
五・三

人
家
族
と
す
る
と
、
約
一
億
人
が
上
位
購
買
力
層

に
入
る
と
推
計
さ
れ
る
。

　

マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
の
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
（
参

考
文
献
③
）、
二
〇
〇
五
年
ま
で
は
六
％
程
度
で

あ
っ
た
中
間
層
以
上
は
、
二
〇
一
五
年
に
は

二
五
％
を
超
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
の
人
口
構
成
の
特
徴
の
一
つ
に
、
若
年

層
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

二
〇
〇
六
年
に
人
口
の
五
八
％
を
占
め
る
一
五
～

五
四
歳
の
労
働
人
口
は
、
二
〇
一
〇
年
に
は
人
口

の
六
〇
％
、
七
億
二
〇
〇
〇
万
人
と
な
る
と
予
測

さ
れ
、工
業・サ
ー
ビ
ス
部
門
の
成
長
に
と
も
な
っ

て
雇
用
が
拡
大
す
れ
ば
、
一
人
当
た
り
消
費
支
出

も
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
購
買
力
が
あ
り

表１　所得階層別家計の就業状態 （2004/05年農村、各階層内の割合％、ルピー）

各階層の
占める割合

月間支出
（１人当たり）

農業
自営業者

非農業
自営業者

農業
労働者

非農業
労働者 その他 合　計

貧 困 層 22 365以下 28.3� 13.6� 39.2� 11.5� 7.3� 100.0�
脱貧困層 66 365～890 39.7� 16.7� 22.5� 11.0� 10.1� 100.0�
中上位層 12 890以上 38.2� 17.2� 6.9� 8.6� 29.2� 100.0�
（出所）�Government�of�India,�National�Sample�Survey�Organization,�Report�No.�515,�Table(6)より筆者作成。

表２　所得階層別家計の就業形態 （2004/05年都市、各階層内の割合％、ルピー）
各階層の
占める割合

月間支出
（１人当たり） 自営業 常用労働者 臨時・日雇

い労働者 その他 合　計

貧 困 層 23.0 580以下 44.3� 23.9� 25.7� 6.1� 100.0�
脱貧困層 38.6 580～1,100 39.6� 40.5� 12.8� 7.0� 100.0�
中 間 層 30.9 1,100～2,540 32.1� 53.4� 2.8� 11.8� 100.0�
上 位 層 7.4 2,540以上 27.5� 48.9� 0.3� 23.3� 100.0�
（出所）Government�of�India,�National�Sample�Survey�Organization,�Report�No.�515,�Table(6)より筆者作成。
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消
費
性
向
の
大
き
い
若
年
層
の
拡
大
は
、
重
要
な

内
需
拡
大
要
素
と
な
り
、
経
済
発
展
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
Ｎ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
に
よ
る
所
得
階
層
別

分
析

　
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
所
得
階
層
別
デ
ー
タ
を
基
に
、
各
階

層
の
就
業
産
業
、
就
業
構
造
、
教
育
水
準
の
変
化

を
、
一
九
九
三
年
～
一
九
九
四
年
と
二
〇
〇
四
年

～
二
〇
〇
五
年
に
集
め
ら
れ
た
Ｎ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
か

ら
概
観
す
る
。

　

①
所
得
階
層
別
の
就
業
産
業
の
分
布

　

一
九
九
三
／
九
四
年
の
農
村
部
の
産
業
別
就
業

比
率
は
、
最
高
所
得
層
（
一
人
当
た
り
月
間
支
出

五
六
〇
ル
ピ
ー
以
上
）
で
も
農
業
が
五
一
％
を
占

め
、
低
所
得
層
に
な
る
ほ
ど
農
業
の
割
合
が
多
く

な
り
最
低
所
得
層
（
同
一
二
〇
ル
ピ
ー
以
下
）
で

は
八
二
％
に
上
る
。
そ
れ
が
二
〇
〇
四
／
〇
五
年

の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
最
高
所
得
階
層
（
一
人
当

た
り
月
間
支
出
一
一
五
五
ル
ピ
ー
以
上
）
で
は
農

業
が
四
〇
％
以
下
と
な
り
、
商
業・サ
ー
ビ
ス
業・

運
輸
・
そ
の
他
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

そ
れ
以
下
の
階
層
で
は
ま
だ
農
業
に
従
事
す
る
家

計
が
五
〇
％
を
超
え
、
五
三
％
か
ら
七
五
％
ま
で

幅
は
あ
る
が
ほ
ぼ
階
層
が
下
に
行
く
ほ
ど
農
業
が

増
え
て
い
る
。

　

都
市
部
の
就
業
産
業
は
、
全
体
的
に
第
三
次
産

業
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。
特
に
高
所
得
層
で
は

サ
ー
ビ
ス
業
や
そ
の
他
の
所
得
源
泉
の
あ
る
家
計

の
割
合
が
増
え
、
製
造
業
に
従
事
す
る
家
計
の
割

合
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ず
、
農
業
が
圧
倒
的

に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
項
目
は
、
経
済
活

動
以
外
の
収
入
と
家
計
の
主
な
就
業
産
業
の
デ
ー

タ
な
し
の
場
合
を
含
む
た
め
、
最
低
所
得
層
と
最

高
所
得
層
に
多
く
み
ら
れ
る
。
最
低
所
得
層
で
は
、

農
業
に
続
い
て
そ
の
他
が
多
い
の
は
、
主
た
る
所

得
が
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
物
乞
い
や
売
春
な
ど

の
産
業
分
類
に
入
ら
な
い
収
入
が
あ
る
家
計
が
そ

の
他
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
都
市

部
の
高
所
得
層
で
大
き
い
割
合
を
占
め
る
そ
の
他

に
は
、
地
代
や
利
子
・
配
当
な
ど
で
暮
ら
す
金
利

生
活
者
や
送
金
受
け
取
り
者
が
入
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
（
図
２
）。

　

②
所
得
階
層
別
就
業
形
態
の
変
化

　

農
村
部
で
は
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
デ
ー
タ
で
み

る
と
、
貧
困
層
で
は
農
業
労
働
者
が
一
番
多
く
、

脱
貧
困
層
と
中
上
位
層
で
は
、
農
業
自
営
業
者
が

一
番
多
い
就
業
形
態
で
あ
る
（
表
１
）。
各
階
層

と
も
農
業
自
営
業
者
が
減
り
非
農
業
自
営
業
者
が

増
え
て
い
る
が
、
中
上
位
層
に
な
る
ほ
ど
そ
の
変

化
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
農
業
労
働
者
は
貧
困

層
で
そ
の
割
合
は
四
割
前
後
で
、
比
率
は
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
一
番
多
い
就
業
形
態
と
な
っ
て

い
る
。
労
働
者
で
も
非
農
業
に
従
事
す
る
労
働
者

が
増
え
て
い
る
の
は
、
産
業
構
造
の
シ
フ
ト
と
同

様
の
変
化
で
あ
る
。

　

都
市
部
の
デ
ー
タ
で
は
自
営
業
者
に
農
業
・
非

農
業
の
分
類
は
な
い
が
、
自
営
業
者
は
全
体
と
し

て
増
え
て
い
る
（
表
２
）。
低
位
の
階
層
に
な
る

ほ
ど
自
営
業
者
の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
増
え
方

も
上
位
階
層
に
比
べ
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
常

用
労
働
者
の
割
合
も
全
階
層
と
も
減
っ
て
い
る
が
、

中
・
上
位
層
で
は
約
半
数
を
占
め
る
最
も
多
い
就

業
形
態
で
あ
る
。
臨
時
・
日
雇
い
労
働
者
は
貧
困

層
で
そ
の
割
合
が
約
四
分
の
一
を
占
め
、
か
つ

一
九
九
三
年
の
割
合
よ
り
若
干
増
え
て
い
る
。
脱

貧
困
層
で
も
常
用
労
働
者
が
大
き
く
減
り
、臨
時・

日
雇
い
労
働
者
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。
一
方
で
、

中
上
位
層
で
は
、
臨
時
労
働
者
の
割
合
は
大
き
く

減
っ
て
い
る
。
上
位
層
に
行
く
ほ
ど
そ
の
他
の
割

合
が
増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
前
項
で
も
記
述

し
た
と
お
り
、
自
営
・
非
雇
用
い
ず
れ
に
も
は
い

ら
な
い
、
年
金
・
送
金
・
利
子
・
配
当
な
ど
の
受

け
取
り
者
が
入
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

③
所
得
階
層
別
教
育
水
準
の
分
布
と
変
化

　

所
得
階
層
別
の
一
五
歳
以
上
の
教
育
水
準
の
分

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
235以下
235～270
270～320
320～365
365～410
410～455
455～510
510～580
580～690
690～890
890～1,155
1,155以上

１
人
当
た
り
月
間
支
出
額
（
ル
ピ
ー
）

中上位層

脱貧困層

貧困層

農業 鉱業 製造業 電気･ガス･水道 建設 商業 運輸 サービス その他

図１　所得階層別就業産業分布（2004/05年農村部）

（出所）�Government�of�India,�National�Sample�Survey�Organization,�Report�No.�515,�
Table(4)より筆者作成。

0% 20% 40% 60% 80% 100%
335以下
335～395
395～485
485～580
580～675
675～790
790～930
930～1,100
1,100～1,380
1,380～1,880
1,880～2,540
2,540以上

１
人
当
た
り
月
間
支
出
額
（
ル
ピ
ー
） 上位層

中間層

脱貧困層

貧困層

農業 鉱業 製造業 電気･ガス･水道 建設 商業 運輸 サービス その他

図２　所得階層別就業産業分布（2004/05年都市部）

（出所）�Government�of�India,�National�Sample�Survey�Organization,�Report�No.�515,�
Table(4)より筆者作成。
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布
と
変
化
を
、
前
項
と
同
様
に
一
九
九
三
／
九
四

年
Ｎ
Ｓ
Ｓ
と
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
農
村

部
と
都
市
部
の
デ
ー
タ
か
ら
概
観
す
る
。
ま
ず
全

体
的
に
教
育
水
準
は
上
昇
し
て
い
る
が
、
農
村
部

で
も
初
等
教
育
以
上
に
進
む
割
合
が
各
階
層
で
増

え
て
い
る
。
特
に
上
位
所
得
層
で
は
高
等
教
育

（
デ
ィ
プ
ロ
マ
取
得
か
大
卒
以
上
）
に
進
ん
だ
割

合
も
増
え
て
い
る
。
し
か
し
二
〇
〇
四
／
〇
五
年

デ
ー
タ
で
も
、
上
位
二
階
層
を
除
い
て
、
そ
れ
以

下
の
階
層
で
は
過
半
数
が
初
等
教
育
ま
で
か
も
し

く
は
非
識
字
の
状
態
で
あ
る
（
図
３
）。

　

都
市
部
で
は
、
中
上
位
階
層
で
、
高
等
以
上
の

教
育
を
受
け
た
人
の
割
合
が
大
き
く
増
え
、
半
数

以
上
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
非
識
字
者
の
割
合
は

各
階
層
と
も
大
き
く
減
っ
て
お
り
、
農
村
部
と
比

べ
る
と
非
識
字
者
は
減
っ
て
お
り
教
育
状
態
は
改

善
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
上
位
所
得
階
層
に
い
た

る
全
階
層
で
い
ま
だ
非
識
字
者
が
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
（
図
４
）。

●
所
得
階
層
別
消
費
支
出
の
変
化

　

経
済
成
長
に
よ
る
影
響
が
消
費
者
市
場
に
ど
の

よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細
な
消

費
支
出
の
変
化
に
つ
い
て
、
農
村
と
都
市
部
の
所

得
階
層
別
に
一
人
当
た
り
月
間
平
均
消
費
支
出
額

を
一
九
九
三
／
九
四
年
と
一
九
九
九
／
二
〇
〇
〇

年
、
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
の
Ｎ
Ｓ
Ｓ
調
査
デ
ー
タ

を
基
に
比
較
す
る
。
ち
が
う
年
度
を
比
較
で
き
る

よ
う
に
九
三
／
九
四
年
度
価
格
で
所
得
階
層
別
消

費
支
出
の
推
移
を
表
し
た
表
３
か
ら
、
農
村
部
・

都
市
部
と
も
全
階
層
で
、
わ
ず
か
で
は
あ
っ
て
も

消
費
支
出
は
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
、
農
村
部
・
都
市
部
と
も
下
位
所
得
階
層
へ
い

く
ほ
ど
増
加
は
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
都
市

部
の
最
下
位
一
〇
％
は
一
〇
ル
ピ
ー
以
下
の
増
加

し
か
な
く
、
ほ
と
ん
ど
消
費
支
出
が
増
え
て
い
な

い
と
い
え
よ
う
。
反
対
に
、
都
市
部
の
上
位
階
層

へ
行
く
ほ
ど
消
費
支
出
の
増
加
は
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

　

消
費
支
出
を
さ
ら
に
、
一
九
九
九
／
二
〇
〇
〇

年
と
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
の
Ｎ
Ｓ
Ｓ
調
査
デ
ー
タ

か
ら
食
品
・
非
食
品
へ
の
支
出
額
（
各
年
度
名
目

値
）
で
み
て
み
よ
う
（
図
５
）。
農
村
部
で
は
、

一
九
九
九
／
二
〇
〇
〇
年
の
時
点
で
、
最
上
位
の

五
％
の
階
層
の
み
、
非
食
品
支
出
が
七
二
三
ル

ピ
ー
と
突
出
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
四
年
に
は

一
三
〇
〇
ル
ピ
ー
近
く
ま
で
二
倍
近
く
に
上
昇
し

て
い
る
。
非
食
品
支
出
が
食
品
支
出
を
上
回
っ
て

い
た
の
は
、
一
九
九
九
年
で
は
最
上
位
の
五
％
の

み
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
で
は
最
上
位
一
〇
％

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
九
〇
％
で
は
非

食
品
支
出
は
五
〇
〇
ル
ピ
ー
以
下
で
一
九
九
九
年

か
ら
大
き
な
変
化
は
確
認
で
き
な
い
。
残
り
の

九
〇
％
が
依
然
と
し
て
、
食
品
支
出
の
方
が
非
食

品
支
出
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

都
市
部
で
は
、
非
食
品
支
出
が
食
品
支
出
を
上

回
っ
て
い
た
の
は
一
九
九
九
／
二
〇
〇
〇
年
の

デ
ー
タ
で
は
上
位
三
〇
％
の
階
層
だ
っ
た
の
が
、

二
〇
〇
四
年
に
は
上
位
五
〇
％
と
な
っ
て
い
た

表３　所得階層別１人当たり月間消費支出（93/94年価格表示、ルピー）

所得階層
（上が最低所得層）

農　　村 都　　市
93/94年 04/05年 93/94年 04/05年

0-5% 100 114 133 141
5-10% 131 145 176 186
10-20% 153 169 211 223
20-30% 178 195 248 269
30-40% 200 221 287 316
40-50% 222 246 332 368
50-60% 249 275 381 433
60-70% 282 310 448 512
70-80% 325 359 543 619
80-90% 398 442 698 804
90-95% 500 570 923 1,088
95-100% 872 1,116 1,643 2,137
全　　　体 281 319 458 531

（出所）�Government�of�India,�National�Sample�Survey�Organization,�Report�No.508,�
Table�P7より筆者作成。
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（出所）�Government�of�India,�National�Sample�Survey�Organization,�Report�Np.517,�
Table�4より筆者作成。
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（出所）�Government�of�India,�National�Sample�Survey�Organization,�Report�Np.517,�
Table�4より筆者作成。
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（
図
６
）。
非
食
品
支
出
の
内
訳
を
さ
ら
に
細
か
く

み
て
み
る
と
、
燃
料
や
電
力
、
教
育
、
運
輸
費
、

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
、
家
賃
な
ど
の
支
出
が
そ
れ
以

下
の
階
層
よ
り
も
多
く
か
か
っ
て
い
る
。 

最
上

位
五
％
の
み
が
残
り
九
五
％
に
比
べ
て
圧
倒
的
に

（
約
一
二
倍
）
大
き
な
支
出
を
し
て
い
る
の
が
耐

久
消
費
財
で
あ
る
。
非
食
品
支
出
の
比
率
が
高
い

の
は
、
都
市
で
の
生
活
コ
ス
ト
の
高
さ
を
反
映
し

て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
二
〇
〇
四
年
時
点
に
お

い
て
、
都
市
部
で
も
食
品
支
出
に
追
わ
れ
る
世
帯

が
五
〇
％
は
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
都
市
部

で
は
、
一
九
九
九
年
に
は
最
下
層
五
％
と
最
上
位

五
％
の
支
出
の
差
は
一
二
倍
で
あ
っ
た
の
が
、

二
〇
〇
四
年
に
は
一
五
倍
に
開
い
て
い
る
。
農
村

部
で
は
同
様
の
支
出
の
差
は
、
一
九
九
九
年
に
約

七
倍
で
あ
っ
た
も
の
が
二
〇
〇
四
年
に
は
一
〇
倍

に
な
っ
て
お
り
、
格
差
拡
大
の
傾
向
が
確
認
で
き

る
。
一
人
当
た
り
月
間
一
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
以
上
を

支
出
し
て
い
る
の
は
、
農
村
部
で
は
二
〇
〇
四
年

で
上
位
一
〇
％
の
み
、
都
市
部
で
は
上
位
四
〇
％

で
あ
る
。
つ
ま
り
農
村
部
の
九
〇
％
と
都
市
部
の

半
数
以
上
が
一
日
一
人
当
た
り
一
ド
ル
以
下
の
支

出
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

●
農
村
部
の
消
費
環
境
改
善
の
た
め
に

　

都
市
、
農
村
と
も
に
上
位
所
得
層
で
徐
々
に
耐

久
消
費
財
へ
の
支
出
が
増
加
し
て
い
る
。
所
得
が

高
く
な
る
ほ
ど
、
消
費
支
出
に
占
め
る
食
料
や
日

用
必
需
品
の
割
合
は
小
さ
く
な
る
も
の
だ
が
、
農

村
の
上
位
所
得
層
で
も
、
こ
う
し
た
局
面
に
達
し

て
き
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
（
参
考
文
献
④
）。

し
か
し
、消
費
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、ロ
ー

ン
を
利
用
し
た
強
引
な
消
費
拡
大
な
ど
の
問
題
点

も
あ
る
。
農
村
で
は
ジ
ー
プ
や
バ
イ
ク
の
ロ
ー
ン

に
合
わ
せ
て
、
農
業
向
け
ロ
ー
ン
（
肥
料
や
種
子

や
農
薬
な
ど
の
購
入
）
も
重
な
り
、
負
債
を
抱
え

て
自
殺
す
る
農
民
が
多
く
、
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

政
府
は
農
民
向
け
に
救
済
策
を
発
表
し
た
（
参
考

文
献
⑤
）。

　

イ
ン
ド
の
経
済
発
展
と
と
も
に
、
所
得
の
拡
大

や
消
費
の
多
様
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
変
化
は
こ

れ
ま
で
の
段
階
で
は
、
主
に
都
市
部
の
中
間
所
得

層
以
上
と
、
農
村
部
の
上
位
所
得
層
に
限
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
。
イ
ン
ド
の
豊
富
な
購
買
力

を
見
込
ん
で
進
出
を
ね
ら
う
外
資
の
中
に
は
、
都

市
部
の
富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
数
に
お
い
て
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な

り
う
る
農
村
部
の
市
場
も
、
忘
れ
去
る
こ
と
の
で

き
な
い
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
農

村
部
で
の
市
場
を
拡
大
す
る
試
み
が
イ
ン
ド
全
土

に
浸
透
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
様
々
な
弊
害
を
乗
り

越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
低
所
得

層
を
巻
き
込
む
市
場
拡
大
が
、
低
所
得
層
を
不
利

な
状
況
に
陥
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
監
視
す
る
役
割

も
官
に
求
め
ら
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

（
な
か
む
ら　

ま
り
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）　
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図５　所得階層別消費支出の推移（農村部、名目値表示）

（出所）�Government�of�India,�National�Sample�Survey�Organization,　Report�No.457,�
Table5RおよびReport�No.508,�Table5R�より筆者作成。

図６　所得階層別消費支出の推移（都市部、名目値表示）

（出所）�Government�of�India,�National�Sample�Survey�Organization,�Report�No.457,�
Table5UおよびReport�No.508,�Table5U�より筆者作成。


